
工 事 監 査

１ 監査対象工事 

ボートレース大村ナイター設備実施設計及び設置工事 

２ 監査の期間 

平成３０年５月１６日から平成３０年６月１８日まで 

３ 監査の方法 

工事技術に関して高い専門性を備える協同組合総合技術士連合へ業務委託し、書類審

査及び現場調査を実施した。 

４ 提出書類 

大村市平成３０年度工事【ボートレース大村 ナイター設備実施設計及び設置工事】

報告書（以下「報告書」という。） 

５ 監査の結果 

工事関係書類は、請負業者の工事関係書類も含めて、工事の進捗に合わせて適切に整

理されており、現場の施工状況についても良好である。 

なお、報告書に「特記すべき事項及び今後配慮されることを期待する点」として、所

見を記載しているので、今後、本工事及びその他工事の参考とされたい。 

本工事は、平成３０年９月２３日のナイターレース開催を目指し、多くの市民やボー

トレースファンが関心を寄せる工事であり、競艇企業局においても「第２の創業」と位

置づけられるほど業態に転換をもたらし、一層の増収効果が期待できるものである。 

今後は午後から夜間にかけてレースを開催することとなるが、ボートレース場及び周

辺地域の安全対策やボートレースファンへの更なる利便性向上策を確実に実施され、無

事ナイターレース開催の初日を迎えられたい。 
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【ボートレース大村 ナイター設備実施設計及び設置工事】 

平成 30 年度 工事監査 

Ⅰ．概要 

１．検査対象業務名称 

   ボートレース大村 ナイター設備実施設計及び設置工事 

２．検査実施日 

平成３０年５月１６日（水）～１７日（木） 

３．検査場所 

書面検査：競艇企業局 １階大会議室 

現場検査：ボートレース場（長崎県大村市玖島１丁目１５－１） 

４．請負業者  

   株式会社 九電工 大村営業所 所長 河野 裕之 

現場代理人：黒原 泰仁 

主任技術者：黒原 泰仁 

５．監督職員 

競艇企業局施設課 高尾 勝寿  

６．工事監理業務受託者 

   株式会社 松田平田設計 

 ７．監査執行者 

 監査委員         髙木 邦彦 

    監査委員          田中 秀和 

 ８．調査立会者  

監査委員事務局 

    事務局長         久保 和幸 

    課長補佐          辻  龍彦 

    係長           松田 晴雄 

        書記              廣瀨 英子   

９．受託検査員 

工事関連業務委託 

協同組合 総合技術士連合 

梶巻 正男     技術士（電気電子部門） 

〒530－0047 大阪市北区西天満５丁目１番１９号（高木ビル４０８） 

T E L：06－6311－1145／F A X：06－6311－1146 

E ﾒ ｰ ﾙ：info＠pea.or.jp 
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Ⅱ．検査結果 

１．工事内容説明者 

株式会社 九電工 大村営業所 

現場代理人 ：黒原 泰仁 

主任技術者 ：黒原 泰仁 

２．工事概要 

１）基本計画

①2010年（平成22年）をめどにナイター競走を実施する予定であったが、

スタンド等の建て替えを先行させるために、延期した。

②レースの多様化に伴い、収益の増加や魅力あるボートレース環境の整備を

目的として、ナイター営業のための照明設備を建設することを計画した。

(ナイター営業を平成30年9月23日より実施する。)

③計画の基本要件と対応策

○営業スケジュールから、工期の遅延は許されないので、工期短縮や遅延

防止効果が見込める設計・施工一括発注(デザインビルド)方式を採用した。

本方式採用による効果については、総括所見３項にて記載する。

○公共事業の品質を確保し、質の高い建築設計を目指して、プロポーザル

方式による入札方式を取り入れた。

○ＮＡＳ電池の採用と受電契約の選択

今回照明設備を設置することから、受電契約・設備の見直しを含めた検討

が必要になった。詳細は４．設計１）②受電設備の項で記載するが、ＮＡＳ

電池を導入することで、従来の高圧受電方式を継続することとした。

○既存設備の問題点について、住民説明会を含めた検討の結果、防音対策

の必要があり、防音壁の設置を行うこととした。その他環境配慮に

ついても検討を実施しているので、４．設計の項で記載する。

２）工事場所

長崎県大村市玖島１丁目１５－１ 

３）工事内容

① 高圧ケーブル配線工事

② 高圧受変電設備工事

③ 幹線設備工事

④ 競走水面用照明取付工事

⑤ 競走水面用照明制御設備工事
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⑥ 競走水面用鉄塔設置工事（７基）

⑦ 競走水面用鉄塔基礎工事

⑧ 競走水面照明監視用設備工事カメラ

⑨ 競走水面用水上標識（内照式）

⑩ 発走ピット照明取付工事

３．調査業務 

１）測量調査業務

受注者は提案した鉄塔位置について、地形測量及び深浅測量などの必要な

測量を実施した。

本工事では、基本設計においては８基予定していた照明用鉄塔を７基に

削減することにより、工期の短縮、コストの削減に効果が期待されたが、

この設計を担保するために、地形測定、深浅測定が基本計画とは異なる

場所において実施する必要があった。

成果品の提出

受注者は、測量業務が完了したときは、設計図書に示す成果品を業務 

完了報告書とともに提出し、検査を受けている。（提出確認済） 

２）地質調査業務

ボーリング調査

前述の通り、鉄塔数、位置の変更により、地質調査が必要となった。

成果品の提出

受注者は機械ボーリングで得られたボーリング柱状図、土質試験結果 

成果について、別途定める検定に関する技術を有する第三者機関に 

よる検定を受けたうえで、発注者に提出を行っている。 

(添付資料１参照） 

４．設計 

設計は計画策定時の要件を満足するようになされているか、工事仕様の 

整合性は良いか、設計は各種法規制を満足しているかなどを確認した。 

１）受電方式、電力容量（幹線容量計算書等）と受変電設備計画

（動力設備負荷容量集計表による必要電力の確認できる資料） 

① 電力需要容量

電力容量を分電盤リストから集計し、すべての鉄塔における照明設備

容量を計算した結果より、照明設備追加による必要電力の計算及び
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ＮＡＳ電池容量が定められている。ＮＡＳ電池による給電容量は定格 

１，８００ｋＷ（６００ｋＷX３基、ＰＣＳ６００ｋＶＡX３基）とした。 

（添付資料２受変電設備配電盤リスト参照） 

注：契約電力が２，０００ｋＷまでが高圧の受電契約の限度となっている 

ので、ナイター照明の電力を運転時に高圧契約で賄うことは契約上 

無理があり、かつ特別高圧契約においては、受電設備関係を含めて 

初期投資が大幅に大きくなることから、ＮＡＳ電池による電力供給 

方式を採用することとした。（本方式は、2007 年丸亀競艇場において、 

採用された方式であり、正しい選択と判断される。） 

②受電設備

〇要求仕様を満足すること

高圧受電設備(キュ－ビクル)は、既設の電源供給設備へ接続されること。 

監視及び制御は、場内中央監視室にて確認ができること。キュービクル 

は遮断器を保護装置として用いること等。 

〇湾岸に 300ｍ以内に接近している場合に該当するので、重塩害対策と 

して塗装をさらに厚くしたり、給気口への除塩フィルター取り付けと 

いった追加対策が実施されている。 

〇ＮＡＳ電池の放電により照明設備を点灯するための電力供給装置で 

あるＰＣＳ（Power Conversion System）設備を設置し、ＬＥＤへ 

電力を供給した。 

  ＰＣＳは一般的には、系統連系により電力貯蔵用の電池から充放電する 

機能として持っている。 

③幹線設備

配線系統図、配電盤リスト（添付資料２参照）を確認済。 

配線に伴う電圧低下については、電圧降下チェック及び計算書にて確認 

がなされている。（添付資料３参照） 

２）照明設計

① 照明機器（すべてＬＥＤを採用）は基本仕様で決定されている。

○選択の理由については、消費電力が少ないこと、ランプ交換等の

ランニングコストが低いこと、即時点灯が可能であることなどが挙げられ

る。設置環境から、重耐塩仕様、高寿命 40,000 時間以上が指定されている。 

○ＬＥＤの生体安全性について（添付資料４ＬＥＤ照明の安全性）

青色発光ＬＥＤで黄色蛍光体を光らせ青と黄の混色で白色光を得るタイプ

が、エネルギー効率が良く現在主流となっている。ＬＥＤ照明における

この「青色光」が着目され、一部では「網膜傷害」や「生体への影響」

が取り沙汰されていた。これらＬＥＤ照明による健康被害への懸念に
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対し、照明学会が資料を公開している。 

結果は、“一般的な環境・使用方法であれば、白色ＬＥＤが従来光源 

に比べて、青色光による傷害の影響が特別高いということはない” 

との内容が記されており、今回特段の配慮は必要ないと判断した。 

② 照明照度及び環境設計

照明環境を満足するための照度、照度分布、陰影、グレア、演色性、

均斉度が目標仕様として以下に与えられている。

○照度

通常時 非常時 

  水平面平均照度 1､000Lx 以上 水平面平均照度  900Lx 以上 

  鉛直面平均照度 1,500Lx 以上 鉛直面平均照度  600Lx 以上 

水平面平均斉度   0.5 以上 

スタート、ゴール部は鉛直面平均 2,000Lx 以上

（添付資料５にて確認がなされている。） 

○進行方向グレア（GR 値）選手 50 以下、メインカメラ、主審、ＴＶ

カメラ 50 以下

（添付資料６にて確認がなされている。） 

○平均演色評価数 Ra を 80 以上

ＬＥＤ投光器の仕様にて確認がなされている。

３）制御設備

制御機能は、全消灯、１／３照明、２／３照明、全照明が分離実施可能。

逐次投入で、突入電流を防止している。

制御室にて、点灯不良などの不具合を検知可能。

４）鉄塔建設・基礎工事・杭基礎工事

① 強度計算（構造計算書）と設計仕様

強度計算結果については、日本建築センターに提出、承認を受けた。

（鉄塔Ｔ０２、Ｔ０７、基礎設計の構造計算書 添付資料１３ 

書類確認資料(写真)１参照） 

② 航空法、港則法規制の関係

○航空法第５１条により地表又は水面から６０メートル以上の高さの

建造物などには航空障害灯の設置が義務付けられているが高さが
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低いので適用外である。 

○Ｔ－４鉄塔のみは航空路の正面であることから高さを低くした。

〇鉄塔については、次のようなことを確認した。 

・工場組立検査報告書の確認

・鋼材ミルシートの確認（工場にて保管）

・強度確認（構造計算書にて確認）

③ 防錆対策（流電陽極と重防食法）

○流電陽極

流電陽極方式は，防食対象物にそれよりも卑な金属を電気的に接続し、

両者間の電位差を利用して防食電流を流す方法で、海中に沈んでいる部分

に対応するよう設置されている。（添付資料７電気防食図（Ｔ-3））

○重防食

ペトロラタム被覆工法はペトロラタムテープとこれを保護するＦＲＰ

カバーを組合せた防食システムで、海洋環境の中で最も過酷な飛沫

干満帯に対する確かな防食技術である。 

（添付資料７参照） 

④ 杭基礎（鋼管杭を基準、支持層まで到達による支持力確認が必要）

○基礎杭

支持層への到達確認 （Ｔ-3 海上杭の標準断面図参照）

テノコラム工法を選択した理由は、陸上部において杭の長さを短縮

することによるコスト削減を目標に地盤強化法として採用された。 

⑤ 発走ピット要求仕様

明確な基準がないため、関係者からの評価が高いＢＲ下関に基づく。

主に、競技者からの要望として、ボートの前後面に影ができないように

照明を改善する予定。

⑥ 防音壁

○住民説明会の開催（平成 21 年 4 月２カ所）と意見の抽出

ボート騒音への危惧と場内アナウンス騒音への危惧が取り上げられている。

その他に交通渋滞への対応、マナーの向上などの課題が挙げられている。

○施設整備に伴う住民説明会(平成 28 年 9 月 24 日)

具体的な騒音値について、環境アセスメントを行った結果の説明が

実施されている。

電光掲示板の北東側防波堤上に防音壁を設置(５ｍX８５ｍ)した場合の

シミュレーション結果・環境アセスメント結果が示されている。

評価の結果は、すべての地点において、環境基準値との整合は取れている。 

（添付資料９参照） 
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５）法令順守

①準拠法規

公害防止条例、消防法、建築基準法、電気事業法、都市公園法、省エネルギー

法、モータボート競走法、港湾法、港則法、航空法等の法令に準拠している

こと。

②各法規について

○消防法(危険物)

今回ＮＡＳ電池は危険物に指定されているので、消防法上の危険物として

申請が必要になっており、現在は申請がなされた段階である。

注：ナトリウム・硫黄電池を設置する危険物施設の技術上の基準 

ナトリウム・硫黄電池を設置する一般取扱所（以下「ナトリウム・硫黄

電池施設」という。）のうち、一定の要件に適合するものについては、 

危険物保安技術協会による火災安全性能に係る性能評価を受けて 

おり、危険物施設の設置と適用の基準について特例が認められて 

いる。(添付資料１３書類確認資料(写真)２危険物設置申請及び 

ＮＡＳ電池、ＰＣＳ配置図参照) 

○他法令関係

鉄塔の高さは、航空法第 51 条により地表または水面から６０メートル以上

の高さの建築物に航空障害灯の設置が義務付けられるが、今回鉄塔の高さ

では該当しない。

港湾法、モータボート競走法等他の法令に抵触するような事項は見られ

ない。

６）積算について

受注者による積算資料は提出されている。

単価とその根拠（県や市の単価基準、建設物価、コスト情報、内訳書の

分析等々単価決定の方法とその妥当性の評価方法）について概要の説明が

なされた。

７）工事請負業者

株式会社 九電工 大村営業所 所長 河野 裕之

８）事業費

工事契約金額 ２，４９４，４７６，０００円（税込）

落札率：６６．７％
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９）工事期間

平成 29 年 7 月 3 日から平成 30 年 9 月 25 日まで

１０）工事進捗状況

出来高率６５％（平成 30 年 5 月 16 日現在） 

遅れはない。当初多少の遅れがあったが、現在遅れはない。 

（添付資料１０参照） 

５．工事中間検査結果の概要 

１）提出書類及び施工管理関係の書類並びに材料検査結果の整理状況は、

各書類の作成・整理は適正になされている。

２）施工計画書・施工要領及び施工図の整備状況は、

各書類の作成・整理は適正になされている。

３）工事施工管理（施工・品質・出来形・安全）は、

各書類の作成・整理は適正になされている。

４) 施工工程は、計画工程と実施工程が一致して進捗しているか、

計画通りに進んでいる。

６．工事内容の調査 

１）書類調査

以下の書類が整備されていることを確認いたしました。

提出書類一覧表（適：適合 否：不適合）

書類・資料 適 否 

1. 工事請負契約書 適 

2. 現場代理人・主任技術者届、及び経歴書 適 

3. 作業工程表 適 

4. 工事月・旬報 適 

5. 社内検査届 適 

6. 完成図   工期中のため未完 

7. 完了届   工期中のため未完 

２）成果品提出書類一覧表（工事進捗に応じて評価 適：適合 否：不適合） 

書類・資料 適 否 

1. 官公届出関係（消防 危険物設置申請書） 適 

2. 施工計画書 適 

3. 工程表 適 

4. 施工体制台帳・施工体系図（現場組織表） 適 
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5. 出来高・品質管理 使用材料・機器承諾願 適 

6. 出来高・品質管理 各工事共通書類（壁隠蔽配管） 適 

7. 検査成績（立会・自主 添付資料） 適 

8. 仕様書等の履行状況 適 

9. 工事写真  （添付資料 工事確認写真） 適 

10. 産業廃棄物処理関係 適 

11. 定例会議議事録 適 

12. 工事月報 適 

13. 出来高図 適 

14. 安全衛生協議会 適 

15. ＫＹ活動報告書 適 

16. 新規入場者教育 適 

17. 安全衛生日誌 適 

18. 安全パトロール 適 

19. 緊急時連絡 適 

３）施工状況の確認

以下は一般的な施工基準および特記仕様との適合性について

① 電線路設備：地下埋設配管（添付資料 幹線管路工事埋設標識シート）

管種は、設計図書によるものとし、配管後に管内清掃を行うものとする。

ハンドホール、マンホールとの接合部には、ベルマウス等が設けられて

いることを確認した。（添付資料１２現場確認資料１参照）  

② 高圧受電設備 (添付資料１２現場確認資料３参照)

施工計画通りであることを確認した。

③幹線及び低圧配線工事仕様

○主にコルゲートケーブルによる配線を実施した。

（添付資料１２現場確認資料４参照）

○発走用ピット照明は未実施ではあるが、実施予定。

○配線一般はエコケーブルを使用している。

○分電盤（鉄塔内に各系統別分電盤を設置）

分電盤前面のスペースは鉄塔内という制限はあったが、600mm 以上の

条件を満足している。（添付資料１２現場確認資料２参照）

○配電盤

名称銘板・製造銘板・工事銘板についての仕様通りである。

幹線入力部にはサーモラベルを設置している。（現場確認資料５参照）
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④照明設備

設置・施工上の要点（施工計画書に準拠している。）

⑤鉄塔・基礎工事

○避雷設備施工工事の確認（構造体への接地工事確認）

（添付資料１３書類確認資料３参照）

○防食工事の実施状況（添付資料１２現場確認資料６参照）

４）届出・申請、契約書類の確認

①官公届出・承認書類関係の計画

○消防署への危険物設置申請（添付資料１３書類確認資料２参照）

②産業廃棄物関連契約・マニフェスト（添付資料１３書類確認資料４参照）

Ⅲ．調査結果の総括所見 

  今回工事に関して、特徴的なことは、プロポーザル・デザインビルド（設計・ 

施工一括発注方式）の採用である。この方式は事業がスポーツイベントの会場に 

なり、使用開始時期厳守が絶対要件である場合、納期の遅れが許されない場合、 

施工難易度が高く、特殊な工法が要望される場合、コスト低減が望まれる場合に 

有効に適用される。 

１．講評における基本的な観点 

１）公共事業であることから、市民目線による工事の計画、設計・施工、及び

市民への理解のための説明会を実施し、市民の理解と協力を得ることが

必要である。

２）設計・施工の合理性が確保されているか、又本事業は競艇場という事業に

かかわる工事であるから、ステークホルダーの効用と利便性が配慮されて

いる必要がある。

３）設計における必要要件の満足（要求仕様、法規制、安全性等）、施工に

おける必要要件の満足（施行規則、施工計画、法規制、安全性等）が必要

とされる。

これらを現地の施工状況及び設計・施工図書の内容より確認することが

必要である。

２．市民目線による工事の計画、設計・施工及び市民への説明 

１）設計の防音壁の項に記載した通り、2 回にわたる住民説明会を実施し、

環境アセスメントを実施し住民への理解を求めた。

２）騒音以外の交通渋滞への対応も実施することとした。

これらの対応は適正と判断される。

３．設計・施工の合理性及び事業への効用・効率性 

１）工事の目的と整合するプロポーザル・デザインビルド発注方式を採用して、
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納期の厳守、コストの削減を目指したことは合理性のある選択で、納期 

がまもられており、且つコスト低減が達成されている。 

２）照明設備のためにＮＡＳ電池を電源とする方式を採用し、高圧受電契約を

維持することで、特別高圧による設備費を含む投資を削減したのは、先行

事例があるが正しい選択と判断される。

３）プロポーザル方式により、基本設計では 8 基の鉄塔を予定していたが、7 基

に削減すること、工法の工夫もなされた。

４）事業ステークホルダーとしての競技者のための発走ピット照明の改善（施工

予定）、来場者のための照明雰囲気の改善を予定するなど事業への効用を

考慮に入れている。

４．施工状況の確認 

本文Ⅱ、６項「工事内容の調査」に詳細に記載したように、 

１）設計・施工図書が正しく作成・整理されていることを確認した。

２)準拠すべき法規、設計書、施工計画書、作業手順書に準じて工事がなされて

いることを確認した。

５．特記すべき事項及び今後配慮されることを期待する点 

１）落札率と積算

今回の落札率は 66.7％と通常の落札率から比較するとかなり低いこと

が指摘されるが、①照明鉄塔が 8 基から 7 基に削減されたことで、入札

価格との差異の 50％程度は説明が付くと判断される。②新発注方式による

コスト削減効果と工法の工夫等を加味すると、この予定価格との差異は

説明が付くと考える。 

  但し、入札価格の積算表を独自に評価できるように今後は努力をお願い 

したい。 

２）鉄塔基礎工事のコンクリート出来栄えは優れている。(ひび割れ、

ブリーディングがないこと）

３）本工事の特性である「海岸近くの工事」への対応として、①塩害対策

②腐食対策が正しく実施されている。

添付資料 

１． 地質推定断面図(陸上部) 

２． 受変電設備、配電盤リスト 

３． 電圧降下チェック及び計算書 

４． ＬＥＤ照明の生体安全性について（一部抜粋）  平成 26 年 10 月 1 日 

～ブルーライト（青色光）の正しい理解のために～ 一般社団法人 照明学会 
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５． 水平面照度分布(1)、鉛直面照度分布(1) 

６． グレア計算結果(1)選手､(2)メインカメラ、主審､ピットＴＶカメラ 

７． 電気防食図（Ｔ-３）（流電防食及び重防食） 

８． 照明鉄塔基礎（Ｔ-３） 標準断面図 

９． 騒音予測・評価資料及び防音・防風設備仕様 

10．  全体工程表 

11. 幹線管路工事埋設標識シート

12. 現場確認資料(写真)

13．  書類確認資料(写真) 

以上 
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添付資料 12 現場確認資料(写真) 

１． ハンドホール設置確認 

ハンドホール、マンホールとの接合部に

は、ベルマウス等を設けられていること

を確認した。 

２． 配電盤(鉄塔内) 

配電盤設置規定の前面保有距離 

６００mm を満足している。 
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３． 高圧受電設備 

４． コルゲート(可とう管)配線 

T-3 鉄塔への配線
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５． サーモラベルの設置確認 

中央部にサーモ

ラベルが確認

される。 

６． 防食工事確認 

コンクリート

基礎の下に 

重防食のシート

が確認できる。 

以上 
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添付資料 13 書類確認資料(写真) 
１． 構造計算書 

日本建築センター 

一般財団法人日本建築センター(BCJ)は、

全国 46 都道府県の委任を受け、建築基準法

に基づく構造計算適合性判定業務を実施。 

２． 危険物設置申請及びＮＡＳ電池、ＰＣ 

２． 危険物設置申請及びＮＡＳ電池、ＰＣＳ配置図 

ＮＡＳ電池の設置申請当たって、消火設備の設置を示す資料と申請書類

を確認した。 

申請書類 消火設備の配置図 

－63－



３． 接地工事確認 

４． 産業廃棄物契約及びマニフェスト 

構造体への設置方式 

鉄筋用クランプ接続工事写真 

契約書、マニフェストが整理・保存

されている。 

以上 
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